
 

 

                                            
 

 

 

 温かな春の陽射しをあびて３月９日(土)、第 77 

回出雲市立第三中学校卒業証書授与式を行いまし 

た。250名の卒業生が思い出深い学び舎を巣立っ 

ていきました。多くの困難を乗り越えてきた卒業 

生は、大きく成長した姿を見せてくれました。校 

長式辞と卒業生答辞、在校生送辞の抜粋を掲載し 

ます。 

 卒業式 式辞（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

出雲市立第三中学校 令和５年度 学校だより第１２号  令和６年３月   

八雲立つ出雲三中 
        文責 校長 熊谷 和夫 

※ 出雲三中ホームページ、日々更新している三中ブログを是非ご覧ください 

 二百五十名の卒業生の皆さん、卒業おめでとう。ここから見る一人一人の表情は、自信と誇

りにあふれていて、とてもまぶしく頼もしく感じます。この三年間で、皆さんは本当に大きな

変化と成長を遂げたと思っています。 

皆さんの中学校生活の半分は、感染症の影響で大きな制限を受けた日々でした。臨時休業や、

学級閉鎖・学年閉鎖もありました。学校生活は一変し、予定されていた多くの行事も中止や変

更せざるを得ない状況でした。そんな中、二年生の時には三年ぶりに修学旅行を実施しました。

班別自主研修はできなかったものの、クラスごとに選んだ歴史的建造物の見学、楽しかったＵ

ＳＪ、皆さんの笑顔を見ていて、修学旅行ができたことが本当に嬉しく、これまでただ当たり

前だと思っていたことが、実はどんなに素晴らしいことなのかを改めて知りました。 

皆さんが最高学年となった今年度を振り返る時、部活動での活躍を語らずにはいられませ

ん。サッカー部や吹奏楽部の全国大会出場をはじめ、多くの部が中国大会に出場するなど目覚

ましい結果を残してくれました。そして、島根県中学校県大会で総合成績一位の学校に贈られ

る「岸記念賞」を初受賞することもできました。多くの大会会場に応援に行かせてもらいまし

たが、皆さんの真剣な表情や、互いに励まし合い今この瞬間をやりきろうとする姿に、私は心

を打たれたくさんの勇気をもらいました。そして皆さんの活躍は自分自身の喜びとなっただけ

でなく、家族や地域の方々の喜びや励ましにもなったのです。一生懸命何かに打ち込むことは、

自分自身の成長だけでなく、周りの人々の幸せにもつながることをどうか忘れないでくださ

い。 

また、皆さんは「彩幸（さいこう）」をスローガンに掲げ、生徒会活動にも熱心に取り組ん

でくれました。一人一人の個性を尊重し、お互いのことをよく考えて行動できるようになろう

という願いを込めたこのスローガンの実現に向けて、和実祭の体育部門・文化部門では、お互

いを支え合い励まし合いながら頑張る姿をたくさん目にしました。制服改定に向けての話し合

いの中でも、誰もが過ごしやすい三中にするためには何が必要かを真剣に考えている姿には、 

＜裏面へ＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生答辞（抜粋） 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 新型コロナウイルス感染症がまだ猛威を振るっていた３年前の春、これから始まる新しい生

活に大きな期待と不安を胸に、入学した私たち。小学校のころよりクラスも増え、慣れない大

人数の生活がスタートしました。まだ自立とは程遠く、幼稚だった私たちは、毎日のように先

生方のご指導を受けていました。そんな中でも早く中学校になじめるように、一生懸命に生活

をしていたことを思い出します。 

 

頼もしさも感じました。自分のことだけではなく、他者への配慮も持ち合わせている皆さんか

ら、我々大人が学んだことがどんなにたくさんあったことか…。そして、それらすべてが学校

スローガンである「自分も生き、他者も生き、全部が生きる学校」につながっていったと私は

考えています。自分自身が幸せになり、それと同時に、周りの多くの人々も幸せだと思える世

の中に少しでも近づくために、自分に何ができるのかを、これからも考え続けてくれることを

願っています。 

四月から、皆さんはそれぞれの道を歩んでいきます。これからの人生で大切にしてほしいの

は、「自分の言葉で語る」ことです。世界の様々な人々と瞬時につながり、多様性が重視され

る現代社会においては、自分の思いや考えを「自分の言葉で語る」ことの重要性がさらに高ま

ってきています。では「自分の言葉で語る」力を伸ばしていくにはどうすればよいのでしょう

か。それは無理に相手が正しいと認めたり、逆に自分の考えにこだわりすぎたりすることでは

ありません。自分自身の心を見つめ、思いや考えを言葉で紡いでいく。それを相手に伝わるよ

うに丁寧に表現していく。そして相手の思いや考えもしっかりと受け止めていくことが大切で

す。中学校を卒業し、皆さんにはこれからさまざまな人との出会いが待っています。これまで

に出会ったことのない価値観をもった人や自分とは違った感性の人との交流もあることでし

ょう。そんな時、「自分の言葉で語ること」を大切にしていれば、きっと多くの人とつながり、

共に多くのことを成し遂げることができることでしょう。 

最後に、各クラスでの校長講話でも話した言葉を贈り、式辞といたします。「大事なのは変

わってくこと。変わらずにいること」今日の自分より明日の自分が成長しているように日々変

わり続けていくこと、そして今の素直で素晴らしい自分自身は変わらずにいること。皆さんの

幸せを願っています。           出雲市立第三中学校 校長  熊谷 和夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学してしばらく経ち、次第に余裕も持てるようになった二年生。修学旅行では、班行動や

係での活動を通して、自らの行動に責任を持ち、クラスの垣根を越えて絆を深めることが出来

ました。これらの経験は、二学期から部活動で後輩を引っ張っていくのにも役立ったのを覚え

ています。三学期からは新生徒会活動がスタートし、先頭に立って、学校全体を引っ張ってい

く立場になりました。 

中学校生活も終わりが近づいてきた三年生。和実祭体育部門では、最高学年として後輩にお

手本を見せたり、的確な指示を出したりすることの難しさを知りました。うまくいかないこと

もありましたが、クラスで協力して、自分たちの色とりどりの個性を、「魅せる」ことが出来

ました。クラスで一体となって取り組んだ文化部門では、他のクラスと切磋琢磨し、よりよい

演奏を目指して練習を重ねました。一人一人が全力で表現し、美しいハーモニーを奏でる姿は、

入学したての頃の幼い姿とはかけ離れた、まさに最高学年と呼ぶのにふさわしい姿でした。 

沢山のことを学んだ部活動。私は、吹奏楽部と、兼部で合唱部に所属し、活動しました。二

つの部活動と、勉強や生徒会のことなどを同時にこなすのは、容易ではありませんでした。し

かし、そんな中でも、音楽だけにとどまらず、中学校生活についての様々なことを教えてくだ

さった先輩方。細かいことにも気を配り、厳しく的確に指導してくださった顧問の先生方。よ

りよい部活動が出来るように、様々な場面でサポートをしてくださった地域・保護者の皆様。

そして、お互いに高め合い、支え合い、苦楽を共にしてきた友人のみんなのおかげで、とても

充実した部活動をすることができました。 

三中をよりよくするために頑張った生徒会活動。生徒会長として活動してきたこの一年間に

は、たくさんのやりがいと、貴重な経験を得ることが出来ました。私は入学した時から、全校

の前に立ち、様々な場面で活躍される生徒会役員の方々に憧れを抱いていました。自分もあん

な風になりたい。そんな思いで、生徒会長に立候補しました。生徒会長になった当初は、他の

役員をリードしなければならない。生徒の手本となる、完璧な姿でいなければならない。そん

な思いで、一人で空回りしていました。三年生を送る会のリハーサルで、大失敗をしてしまっ

た時の苦い思い出は、いまだに私の教訓として胸に残っています。どんなことをするにも、た

くさんの人々の力がいること。自分一人でなんでもしようとしても、何もできないこと。リー

ダーとしての難しさを感じました。そこで初めて、憧れの先輩方の後ろに、見えないたくさん

の人々の力が働いていたことを知り、普段当たり前のように接してきた方々への、感謝の気持

ちでいっぱいになりました。 

中学校生活を共に歩んできた三年生の皆さん。楽しい思い出にも、悔しい思いをしたときに

も、必ずどこかにみんなの姿があります。学校に行けばまた会える。そんな日々も今日で終わ

りを迎え、これからはそれぞれの道へと歩んでいきます。新しい生活で、つらいことがあって

も、大きな壁にぶつかっても、必ずみんなは応援してくれていると信じています。お互いにエ

ールを送り合い、これから始まる高校生活も頑張っていきましょう。またみんなに会える日を

楽しみにしています。「彩幸」の中学校生活をありがとうございました。 

                                卒業生代表   



在校生送辞（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さんとの思い出の中で一番印象に残っているのは、和実祭です。体育部門の準備では、応

援合戦のダンスを私たちにも楽しめるように優しく教えてくださいました。おかげで、本番も

ミスなく楽しんで踊ることができました。体育部門当日に、皆さんは競技に本気で取り組もう

とする気持ちと、イベントを楽しもうという気持ちにあふれていて、きらきらと輝いていまし

た。また、文化部門の合唱コンクールでは、皆さんの力強い歌声ときれいなハーモニーが素晴

らしく、圧倒されたことを昨日のことのように思い出せます。何ごとにも一生懸命取り組まれ、

今を精一杯楽しもうとなさる皆さんの姿は、来年度の和実祭で私たちが目指す姿となりまし

た。 

 そして、皆さんと多くの時間を共有できたのは部活動でした。今年度の出雲三中は、多くの

部活動がブロック大会や県のコンクールで活躍しました。多くの部活動が中国大会や全国大会

に参加し、岸記念賞を受賞するなど大きな成果を収めました。これも三年生の皆さんが優しい

気配りをしながら、私たちをリードしてくださったおかげです。入部したときから一番近くの

先輩として基礎・基本から丁寧に指導してくださいました。たくさん話しかけてくださり、上

手くできたときには自分のことのように喜んでくださいました。だから安心してパフォーマン

スをすることができました。何より全国の舞台に一緒に立てたことが大切な思い出となりまし

た。 

 また、多くの皆さんがボランティア活動にも積極的に参加されたと聞きました。皆さんがい

つも優しいのは、周りの人々を思いやる気持ちからきているのだと思います。 

 皆さんは大きな学校行事や部活動だけでなく、普段の生活からも私たちに頑張ろうと思わせ

てくださいました。今年度から掃除を縦割りで行うことになりました。三年生の皆さんは真剣

に取り組んでおられ、隅々まで丁寧に時間いっぱい掃除するお手本を示してくださいました。

すべきことを当たり前にする姿がとても格好よく思えました。 

 皆さんが私たち一・二年生にたくさん頑張るための力を分けてくださったおかげで、苦しい

ことも辛いことも乗り越えることができました。皆さんのいない明日からの中学校生活を心細

くも感じますが、今度は私たちが後輩に力を分ける番です。皆さんが守ってこられた伝統を私

たちが引き継ぎ守っていきます。 

 最後になりましたが、皆さんのさらなるご活躍とご健康を在校生一同、心よりお祈り申し上

げ、送る言葉といたします。                    在校生代表 


